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昭
和
二
十
年
京
都
生
ま
れ
。

昭
和
四
十
三
年
大
阪
外
国
語
大
学
中
国
語
学
科
卒
業
、
昭
和

四
十
七
年
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
所
定
単
位

修
得
後
退
学
。

昭
和
四
十
七
年
和
歌
山
大
学
助
手
、
助
教
授
を
経
て
、
昭
和

六
十
一
年
関
西
大
学
文
学
部
教
授
。

平
成
五
年
四
月
か
ら
九
年
三
月
ま
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所

第３１１号
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面

新
役
職
者
紹
介

３

面

ア
リ
ゾ
ナ
大
が
協
定
大
学
に

４
・
５
面

特
集

「
秋
は
学
ぼ
う
�
」
宣
言

７

面

秋
の
人
権
啓
発
行
事

横
田
さ
ん
夫
妻
が
講
演

と
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面

特
集
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先
日
、
国
立

国
語
研
究
所
に

よ
る
「
外
来

語
」
の
言
い
換

え
提
案
が
新
聞

で
報
道
さ
れ
て

い
た
。
正
直
言

っ
て
理
解
し
が

た
い
カ
タ
カ
ナ

言
葉
も
並
ん
で
い
た
。
意
識

し
て
新
聞
や
雑
誌
、
街
中
の

看
板
や
電
車
の
中
の
広
告
な

ど
を
眺
め
る
と
、
い
か
に
カ

タ
カ
ナ
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
文
字
の
多
い
こ
と
か
。
ま

さ
に
日
本
語
を
否
定
す
る
か

の
ご
と
き
氾
濫
ぶ
り
で
あ
る

▼
世
は
ま
さ
に
国
際
化
い
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
で
あ

り
、
国
際
的
な
活
動
の
た
め

の
手
段
と
し
て
英
語
を
修
得

す
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

あ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
、
日
本
国
内
で
の
会
話
や

文
章
に
お
い
て
は
必
ず
し
も

英
語
を
使
う
必
要
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
逆
に
日
本
の
文

化
や
伝
統
を
重
ん
じ
よ
う
と

す
れ
ば
、
あ
え
て
日
本
語
を

使
う
こ
と
が
大
事
で
は
な
か

ろ
う
か
▼
カ
タ
カ
ナ
言
葉
を

使
う
こ
と
が
、
新
し
い
こ
と

あ
る
い
は
進
ん
で
い
る
こ
と

と
錯
覚
し
て
い
る
嫌
い
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
大
学
の
研

究
機
関
や
学
部
・
学
科
の
名

称
な
ど
に
し
て
も
、
最
近
は

カ
タ
カ
ナ
を
入
れ
る
こ
と
が

流
行
の
よ
う
で
あ
る
▼
国
際

化
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
日

本
語
を
話
し
日
本
語
で
書
く

こ
と
は
も
は
や
許
さ
れ
な
い

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

（
伊
藤

淳
志
）

現
在
、
大
学
は
激
動
の
時
代
を
迎
え
、
乱
世

の
真
っ
只
中
に
あ
る
。
受
験
生
が
右
肩
上
が
り

の
時
代
と
異
な
り
、
少
子
化
、
設
置
基
準
の
大

綱
化
、
経
済
不
況
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
や
Ｃ
Ｏ
Ｌ
の
外
部

評
価
、
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
の
影
響

な
ど
、
熾
烈
な
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
な
か
で
学
長
職
を
引
き
受
け
る

の
は
、
誰
し
も
躊
躇
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
う
ま
く
舵
取
り
を
し
て
当

た
り
前
、
万
一
そ
れ
を
誤
る
と
た

ち
ま
ち
、
厳
し
い
批
判
の
槍
玉
に

あ
げ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
河
田
新
学
長
は
、
そ
れ
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
承
知
の
う
え
で
、
果
敢
に
関
大
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
打
ち
出
し
、
変
革
を
訴
え
て
き
た
。
そ

れ
は
関
大
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
、
熱
い
情
熱

に
裏
打
ち
さ
れ
た
一
念
か
ら
で
あ
る
。
新
学
長

は
乱
世
を
乗
り
切
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ

る
と
、
わ
た
し
は
考
え
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
こ
と
に
も
か
か
わ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
あ

げ
た
い
。

ま
ず
ど
ん
な
困
難
や
苦
境
に
も
負
け
な
い
、

強
い
精
神
力
の
持
ち
主
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の

気
骨
は
、
学
者
の
家
系
に
生
ま
れ
な
が
ら
も
、

戦
後
の
混
乱
期
に
幼
く
し
て
父
親
を
亡
く
し
、

母
親
の
女
手
ひ
と
つ
で
育
て
ら
れ
た
厳
し
い
体

験
が
育
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
分
、
米
寿
を

越
え
た
母
親
を
と
て
も
大
切
に
す
る
人
情
家
で

も
あ
る
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、
祖
父
も
親
交
の

あ
っ
た
河
上
肇
に
殉
じ
、
京
大
を
い
さ
ぎ
よ
く

辞
し
て
「
大
阪
商
大
（
現
大
阪
市
大
）」
へ
移

り
、
そ
の
「
初
代
学
長
を
十
四
年
間
務
め
た
」

気
骨
の
あ
る
人
物
と
し
て
、
知
る
人
ぞ
知
る
。

信
念
を
貫
く
精
神
力
と
人
情
の
機
微
を
知
る
幅

広
い
人
間
性
は
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
環
境
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

河
田
新
学
長
は
、
文
学
部
長
や
副

学
長
で
の
実
績
が
示
す
よ
う
に
、
独

断
専
行
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の

人
の
意
見
や
提
案
に
耳
を
傾
け
、
決

断
を
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
い
っ

た
ん
決
め
る
と
実
行
に
移
す
の
は
速

い
。
学
長
と
し
て
必
要
な
気
配
り
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
併
せ
持
つ
人
物
で
あ
り
、
こ
の
周
到

さ
と
決
断
力
は
、
変
革
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
。
真
の
意
味
に
お
け
る
�
関
大
ル
ネ
サ
ン

ス
�
の
実
現
を
期
待
す
る
。

（
文
学
部
教
授

浜
本

隆
志
）

永
田
眞
三
郎
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
う
次
期
学
長
を
選
ぶ
学
長
選
挙
会

が
九
月
十
日
に
行
わ
れ
、
河
田
悌
一

文
学
部
教
授
が
第
三
十
八
代
学
長
に

選
出
さ
れ
た
。

今
回
の
学
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
六
月
十
八
日
に
、
各
学
部
長
及

び
外
国
語
教
育
研
究
機
構
長
が
選
挙

管
理
委
員
と
な
っ
て
、
学
長
選
挙
管

理
委
員
会
が
構
成
さ
れ
た
。

続
い
て
、
七
月
二
日
に
学
長
選
挙

日
程
が
発
表
さ
れ
、
七
月
九
日
に
教

育
職
員
、
事
務
職
員
か
ら
選
出
さ
れ

た
九
十
名
の
選
考
委
員
に
よ
っ
て
学

長
候
補
者
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
河
田
悌
一
文
学
部

教
授
、
�
木
修
社
会
学
部
教
授
、
永

田
眞
三
郎
法
学
部
教
授
（
五
十
音

順
）
の
三
名
が
学
長
候
補
者
に
選
ば

れ
、
翌
日
公
示
の
手
続
き
が
と
ら
れ

た
。次

い
で
、
学
長
候
補
者
に
対
す
る

全
学
学
生
に
よ
る
除
斥
投
票
が
行
わ

れ
た
。
除
斥
投
票
用
紙
は
七
月
十
八

日
に
発
送
さ
れ
、
八
月
十
五
日
（
当

日
消
印
有
効
）
に
投
票
が
締
め
切
ら

れ
た
。
除
斥
投
票
の
集
計
結
果
は
、

八
月
二
十
七
日
に
次
の
と
お
り
公
示

さ
れ
た
。

除
斥
投
票
数

河
田

悌
一

六
六
五
票

�
木

修

六
七
四
票

永
田
眞
三
郎

五
二
〇
票

除
斥
投
票
の
結
果
は
、
い
ず
れ
の

候
補
者
に
つ
い
て
も
、「
関
西
大
学
学

長
選
挙
規
程
」
第
七
条
第
五
項
に
定

め
る
規
定
数
（
全
有
資
格
者
二
八
�

八
六
三
の
三
分
の
一
）
に
達
せ
ず
、

し
た
が
っ
て
三
名
の
学
長

候
補
者
が
確
定
し
、
公
示
さ
れ
た
。

最
終
的
に
学
長
を
選
出
す
る
学
長

選
挙
会
は
、
九
月
十
日
、
全
教
育
職

員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
選
挙
権
者

は
、
同
規
程
第
九
条
第
四
項
の
定
め

に
基
づ
き
、
現
職
か
つ
専
任
の
教

授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
、
助
手
及

び
副
手
で
、
当
日
の
投
票
総
数
は
四

九
一
票
で
あ
っ
た
。

開
票
の
結
果
、
第
一
次
選
挙
に
お

い
て
投
票
総
数
の
過
半
数
を
獲
得
す

る
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
同
規
程
第

十
条
第
二
項
の
定
め
に
基
づ
き
、
得

票
数
の
多
い
者
二
名
（
河
田
悌
一
教

授
及
び
�
木
修
教
授
）
に
つ
い
て
第

二
次
選
挙
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
河

田
悌
一
教
授
が
次
期
学
長
に
選
出
さ

れ
た
。
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�
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新
し
く
大
学
の
役
職
者
が
決
ま
り
、
十
月

一
日
付
で
次
の
と
お
り
発
令
さ
れ
た
。

学
長

文
学
部
教
授

河
田

悌
一

副
学
長
（
総
務
・
学
生
担
当
）

工
学
部
教
授

小
幡

斉

同
（
学
部
・
教
育
推
進
担
当
）

経
済
学
部
教
授

加
勢
田

博

同
（
大
学
院
・
研
究
推
進
担
当
）

法
学
部
教
授

竹
下

賢

学
長
補
佐

文
学
部
教
授

品
川

哲
彦

同

工
学
部
教
授

堂
垣

正
博

全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
長

文
学
部
教
授

柏
木

治

学
生
部
長

総
合
情
報
学
部
教
授

黒
�

裕
之

同
代
理

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

山
根

繁

同

文
学
部
助
教
授

佐
藤

裕
子

入
学
試
験
部
長

経
済
学
部
教
授

大
塚

忠

同
代
理

工
学
部
助
教
授

山
本

秀
樹

就
職
部
長

商
学
部
教
授

羽
原

敬
二

図
書
館
長

文
学
部
教
授

田
中

登

経
済
・
政
治
研
究
所
長

経
済
学
部
教
授

橋
本

昭
一

▼
法
学
部
▲

法
学
部
長

教
授

孝
忠

延
夫

同
代
理

教
授

市
原

靖
久

教
学
主
任

教
授

佐
藤
や
よ
ひ

同

教
授

眞
鍋

俊
二

入
試
主
任

助
教
授

後
藤

元
伸

学
生
主
任

助
教
授

安
武

真
隆

学
生
相
談
主
事

助
教
授

松
代

剛
枝

▼
経
済
学
部
▲

経
済
学
部
長
代
理

教
授

竹
下

公
視

教
学
主
任

教
授

林

宏
昭

同

助
教
授

中
澤

信
彦

入
試
主
任

教
授

良
永

康
平

学
生
主
任

教
授

廣
江

満
郎

学
生
相
談
主
事

教
授

石
田

浩

▼
商
学
部
▲

商
学
部
長
代
理

教
授

笹
倉

淳
史

教
学
主
任

助
教
授

片
岡

進

同

助
教
授

矢
田

勝
俊

入
試
主
任

助
教
授

杉
本

貴
志

学
生
主
任

助
教
授

岸
谷

和
広

学
生
相
談
主
事

教
授

荒
木

孝
治

▼
大
学
院
▲

文
学
研
究
科
長

教
授

浜
本

隆
志

同
代
理

教
授

中
谷

伸
生

総
合
情
報
学
研
究
科
長

教
授

宮
下

文
彬

同
代
理

教
授

山
口

節
郎

外
国
語
教
育
学
研
究
科
長教

授

齋
藤

栄
二

同
代
理

教
授

竹
内

理

新
学
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

�
関
大
ル
ネ
サ
ン
ス
�の
実
現
を
願
う

９
月
１０
日

学
長
選
挙
会
で
選
出
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新新学学長長にに河河田田悌悌一一文文学学部部

教教 授授

──新役職者決まる──

河
田
悌
一
学
長

略
歴

長
、
平
成
十
年
十
月
か
ら
十
二
年
九
月
ま
で

文
学
部
長
。
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
十
五
年

九
月
ま
で
副
学
長
を
務
め
た
。

専
門
は
、
中
国
思
想
史
。

平
成
十
四
年
九
月
よ
り
工
事

が
行
わ
れ
て
い
た
以
文
館
の
竣

工
式
が
、
九
月
二
十
四
日（
水
）

午
前
十
一
時
か
ら
挙
行
さ
れ
、大

学
及
び
工
事
関
係
者
の
ほ
か
来

賓
を
含
め
約
百
三
十
人
が
出
席

し
、
建
物
の

完
成
を
祝
っ

た
。本

館
は
、

来
年
四
月
の

法
科
大
学
院

開
設
に
あ
た

り
、
一
九
二

七
年
の
竣
工

当
時
に
�
威

風
堂
々
た
る

西
洋
建
築
�

と
表
さ
れ
た

大
学
本
館
を

モ
チ
ー
フ

に
、
法
曹
界

で
実
践
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

養
成
と
い
う
社
会
の
要
請
に
応

え
る
と
と
も
に
、
ま
た
本
学
の

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
拠
点

と
し
て
再
現
さ
れ
た
。

地
下
一
階
、
地
上
四
階
建

て
、
約
三
八
〇
〇
�
の
延
床
面

積
を
有
す
る
以
文
館
は
、
各
階

に
本
格
的
な
法
学
教
育
を
行
う

に
必
要
な
各
種
の
施
設
・
設
備

が
包
含
さ
れ

て
い
る
。
講

義
室
は
、
判

例
を
教
材
と

し
て
教
員
と

大
学
院
生
が

一
問
一
答
を

繰
り
返
す

「
ソ
ク
ラ
テ

ス
・
メ
ソ
ッ
ド
」
を
取
り
入
れ
た

授
業
が
行
え
る
馬
蹄
型
に
机
を

配
し
た
教
室
や
階
段
教
室
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
学
共
通

の
施
設
と
し
て
の
位
置
付
け
か

ら
、
一
階
北
側
に
は
、
社
会
学

研
究
科
臨
床
心
理
相
談
室
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

二
十
四
時
間
使
用
可
能
な
本

格
的
な
法
学
教
育
機
関
と
し

て
、
最
大
限
に
こ
れ
ら
の
機
能

が
活
用
さ
れ
、
こ
の
以
文
館
か

ら
数
多
く
の
優
秀
な
法
曹
が
巣

立
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

以
文
館
が
竣
工

大
学
本
館
の�
威
風
�湛
え
る
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